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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第40期
第１四半期
連結累計期間

第41期
第１四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自 2021年６月１日
至 2021年８月31日

自 2022年６月１日
至 2022年８月31日

自 2021年６月１日
至 2022年５月31日

売上高 (百万円) 189,409 206,122 755,414

経常利益 (百万円) 9,301 9,626 32,861

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 6,243 6,481 23,155

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 6,247 6,483 23,198

純資産 (百万円) 175,142 195,406 190,507

総資産 (百万円) 343,640 373,301 363,052

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 157.68 163.68 584.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 51.0 52.3 52.5
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。　

(1) 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（2022年６月１日～2022年８月31日）におけるわが国の経済は、急激な円安の進行や

ロシアのウクライナ侵攻等の影響で原材料価格や原油価格が高騰するなど、先行きが不透明な状況が続いておりま

す。これにより、様々な商品やサービスの価格が上がっており、消費者の節約志向は一層高まっております。

このような状況だからこそ、当社グループはローコストオペレーションの更なる推進によって価格競争力を高

め、消費者にとって「安くて、近くて、便利なドラッグストア」となれるよう力を注いでまいりました。

出店戦略につきましては、自社競合による一時的な収益性の低下も厭わず、次々と新規出店を行いました。同時

に、新商勢圏への店舗網拡大を図ってまいりました。これにより、関東地区に４店舗、中部地区に４店舗、関西地

区に２店舗、中国地区に４店舗、九州地区に７店舗、合計21店舗を新たに開設いたしました。また、スクラップ＆

ビルドにより１店舗を閉鎖した結果、当第１四半期連結累計期間末の店舗数は1,264店舗となりました。

 
　（出店・閉店の状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：店舗）

地区
2022年５月期末
店舗数

出店数 閉店数 純増数
2023年５月期
第１四半期末
店舗数

関 東 地 区 63 ４ － ４ 67

中 部 地 区 98 ４ － ４ 102

関 西 地 区 185 ２ － ２ 187

中 国 地 区 190 ４ － ４ 194

四 国 地 区 126 － － － 126

九 州 地 区 582 ７ １ ６ 588

合　　計 1,244 21 １ 20 1,264
 

 

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は2,061億22百万円（前年同四半期比8.8％増）、営業利

益は89億円（同4.0％増）、経常利益は96億26百万円（同3.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は64億81

百万円（同3.8％増）となりました。

なお、当社グループは事業区分が単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
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(2) 財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は3,733億１百万円となり、前連結会計年度末に比べて102億48百万

円増加いたしました。この主な要因は、現金及び預金が23億55百万円、その他流動資産（未収入金等）が26億48百

万円、有形固定資産が64億21百万円増加し、商品が14億75百万円減少したこと等によるものであります。   

負債合計は1,778億94百万円となり、前連結会計年度末に比べて53億48百万円増加いたしました。この主な要因

は、買掛金が34億６百万円、その他流動負債（未払金等）が36億１百万円増加し、未払法人税等が12億96百万円、

長期借入金及び１年内返済予定の長期借入金が３億96百万円減少したこと等によるものであります。

純資産は1,954億６百万円となり、前連結会計年度末に比べて48億99百万円増加いたしました。この主な要因は、

利益剰余金の増加等によるものであります。

 

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について、重要な変更はありません。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

 
(6) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 119,200,000

計 119,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2022年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(2022年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 40,000,800 40,000,800
東京証券取引所
(プライム市場)

単元株式数100株

計 40,000,800 40,000,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

 2022年６月１日～
2022年８月31日

― 40,000,800 ― 4,178 ― 4,610
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社コスモス薬品(E03446)

四半期報告書

 5/17



 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2022年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
普通株式 401,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 39,587,600
 

395,876 ―

単元未満株式 普通株式 11,300
 

― １単元(100株)未満株式

発行済株式総数 40,000,800 ― ―

総株主の議決権 ― 395,876 ―
 

(注) 単元未満株式欄の普通株式には、自己株式19株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2022年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社コスモス薬品

福岡市博多区博多駅東二
丁目10番１号
第一福岡ビルＳ館４階

401,900 ― 401,900 1.0

計 ― 401,900 ― 401,900 1.0
 

 

 
 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社コスモス薬品(E03446)

四半期報告書

 6/17



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2022年６月１日から2022年

８月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2022年６月１日から2022年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 37,362 39,717

  売掛金 198 268

  商品 66,151 64,676

  貯蔵品 212 228

  その他 11,546 14,194

  流動資産合計 115,471 119,085

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 174,662 178,269

   土地 31,517 31,727

   その他（純額） 19,106 21,711

   有形固定資産合計 225,286 231,707

  無形固定資産 433 431

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 13,748 14,027

   建設協力金 4,175 4,137

   その他 3,936 3,911

   投資その他の資産合計 21,861 22,076

  固定資産合計 247,581 254,215

 資産合計 363,052 373,301

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 139,224 142,630

  1年内返済予定の長期借入金 1,387 1,316

  未払法人税等 4,773 3,476

  店舗閉鎖損失引当金 157 166

  その他 16,520 20,121

  流動負債合計 162,063 167,712

 固定負債   

  長期借入金 3,000 2,675

  退職給付に係る負債 1,482 1,529

  資産除去債務 1,893 1,932

  その他 4,105 4,044

  固定負債合計 10,481 10,182

 負債合計 172,545 177,894
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,178 4,178

  資本剰余金 4,610 4,610

  利益剰余金 181,954 186,852

  自己株式 △241 △242

  株主資本合計 190,501 195,398

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1 1

  退職給付に係る調整累計額 4 6

  その他の包括利益累計額合計 5 7

 純資産合計 190,507 195,406

負債純資産合計 363,052 373,301
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2021年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年６月１日
　至 2022年８月31日)

売上高 189,409 206,122

売上原価 151,420 163,829

売上総利益 37,988 42,293

販売費及び一般管理費 29,432 33,393

営業利益 8,556 8,900

営業外収益   

 受取利息 12 11

 受取手数料 309 327

 不動産賃貸料 315 294

 固定資産受贈益 115 124

 その他 139 114

 営業外収益合計 892 872

営業外費用   

 支払利息 13 12

 不動産賃貸原価 113 113

 その他 20 20

 営業外費用合計 147 146

経常利益 9,301 9,626

特別利益   

 固定資産売却益 0 －

 特別利益合計 0 －

特別損失   

 固定資産除却損 25 26

 災害による損失 ※  59 －

 店舗閉鎖損失 0 2

 店舗閉鎖損失引当金繰入額 2 15

 特別損失合計 88 44

税金等調整前四半期純利益 9,213 9,581

法人税等 2,969 3,099

四半期純利益 6,243 6,481

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,243 6,481
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2021年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年６月１日
　至 2022年８月31日)

四半期純利益 6,243 6,481

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 0 0

 退職給付に係る調整額 3 2

 その他の包括利益合計 3 2

四半期包括利益 6,247 6,483

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 6,247 6,483
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 2022年６月１日 至 2022年８月31日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。
 

 
(追加情報)

前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定につい

て、重要な変更はありません。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※ 災害による損失

前第１四半期連結累計期間（自　2021年６月１日　至　2021年８月31日）

災害による損失は、「前線による大雨（2021年８月11日～８月19日）」による損失を計上しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年６月１日
至　2021年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年６月１日
至　2022年８月31日)

　　　　　減価償却費 3,448百万円 4,011百万円
 

 
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2021年６月１日 至 2021年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年８月24日
定時株主総会

普通株式 1,682 42.5 2021年５月31日 2021年８月25日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2022年６月１日 至 2022年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年８月23日
定時株主総会

普通株式 1,583 40.0 2022年５月31日 2022年８月24日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2021年６月１日 至 2021年８月31日)

 当社グループは医薬品・化粧品等の小売業という単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2022年６月１日 至 2022年８月31日)

　当社グループは医薬品・化粧品等の小売業という単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第１四半期連結累計期間（自 2021年６月１日　至 2021年８月31日）

区分 主要販売品目 金額（百万円）

医薬品
一般大衆薬・ドリンク剤・オーラルケア商品・介護用品
ビタミン剤・健康食品・ダイエット食品・調剤

30,949

化粧品 化粧品・男性化粧品・ヘアケア商品・入浴剤 17,994

雑貨
ベビー用品・洗剤・防虫剤・芳香剤・バス、トイレ用品
調理用品・園芸用品・カー用品・衣料

29,731

一般食品 加工食品・日配食品・調味料・菓子・飲料・酒 109,030

その他 たばこ・他 1,702

顧客との契約から生じる収益 189,409

外部顧客への売上高 189,409
 

(注)　一般食品に記載しております「日配食品」とは、毎日消費される食品の総称であり、パン、牛乳、豆腐、

納豆、卵などであります。

 
当第１四半期連結累計期間（自 2022年６月１日　至 2022年８月31日）

区分 主要販売品目 金額（百万円）

医薬品
一般大衆薬・ドリンク剤・オーラルケア商品・介護用品
ビタミン剤・健康食品・ダイエット食品・調剤

33,950

化粧品 化粧品・男性化粧品・ヘアケア商品・入浴剤 20,169

雑貨
ベビー用品・洗剤・防虫剤・芳香剤・バス、トイレ用品
調理用品・園芸用品・カー用品・衣料

31,877

一般食品 加工食品・日配食品・調味料・菓子・飲料・酒 118,599

その他 たばこ・他 1,526

顧客との契約から生じる収益 206,122

外部顧客への売上高 206,122
 

(注)　一般食品に記載しております「日配食品」とは、毎日消費される食品の総称であり、パン、牛乳、豆腐、

納豆、卵などであります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
至 2021年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年６月１日
至 2022年８月31日)

 １株当たり四半期純利益 157円68銭 163円68銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 6,243 6,481

    普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

6,243 6,481

    普通株式の期中平均株式数(株) 39,599,068 39,598,896
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2022年10月12日

株 式 会 社 コ ス モ ス 薬 品

  取 締 役 会    御 中

 

有限責任監査法人トーマツ

 福  岡  事  務  所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 寺　 田　 篤　　芳  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 濵　　村　　正　　治  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コスモ

ス薬品の2022年６月１日から2023年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年６月１日から2022

年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年６月１日から2022年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コスモス薬品及び連結子会社の2022年８月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公
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正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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